
箱根駅伝6区山下り
で区間賞の好走　

駒大総合優勝に貢献
伊藤蒼唯
駒澤大学

出雲工業高校出身

　新年早々に嬉しいニュースでした。島根県出身の伊藤蒼唯
選手（河南中－出雲工高）が、箱根駅伝の復路のスタート箱
根の山下りで堂々の区間賞を獲得しました。往路を１位で終
えた駒澤大学が復路のスタート６区に起用したのは１年生の
伊藤選手。追いかける後続チームを突き放す走りで駒澤大学
の総合優勝、大学駅伝３冠に大きく貢献しました。伊藤選手
は中学３年生の時には県総体3000ｍ優勝、高校３年時には県
総体5000ｍ優勝と結果を残していましたが、上位大会で思う
ような活躍ができませんでした。しかし、駒澤大学へ進学後
に大きく成長し、箱根駅伝で飛躍を遂げました。まだ大学１
年生、今後の活躍が期待されます。伊藤選手は、１月６日に
は、母校出雲工業高校に凱旋訪問（写真）、１月22日に行わ
れた都道府県対抗駅伝では島根県代表として出場し、万全な
コンディションでない中で順位を押し上げる活躍をしてくれ
ました。

伊藤蒼唯選手
からの
メッセージ

第99回箱根駅伝の応援ありがとうございました。私が箱根駅伝を走れた要因として、一番は練習の継続が
できたからだと思っています。ここまで私は故障をせずに日頃の練習や合宿をこなしてきました。その成果が
11月末の日体大競技会10000mの28分28秒に現れ、いいかたちで箱根駅伝に繋げることができたように思い
ます。また、意識の持っていきようも大事だと思っています。県レベルで物事を考えるのではなく、全国に意識
を持っていくこと、その上で自分の現状をしっかり把握することが大切だと思います。そうすることで追い求め
ている結果が出る可能性が高くなると思います。島根県で陸上競技に取り組んでいる後輩の皆さんもこれからの
競技生活を精一杯頑張ってください。多くの応援、本当にありがとうございました。

一般財団法人島根陸上競技協会は各競技団体と協力し、陸上競技を通じてスポーツ文化の普及と
振興を図り、県民の心身の健全な発達と豊かな人間性を育てるための活動を行っています。

島根陸協だより
発行：島根陸上競技協会総務委員会広報部　2023年３月１日発行
一般財団法人　島根陸上競技協会
〒690－0015 松江市上乃木十丁目４番１号（松江市営陸上競技場内）　TEL/FAX：0852－23－6686　ホームページ：https://www.shimariku.jp
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●島根陸上競技協会功労章（５名）

●島根陸上競技協会勲功章（２名）

●島根陸上競技協会優秀選手賞（島根県新記録・最高記録樹立、全国大会８位入賞）（２２名）

松江市陸協推薦
出雲市陸協推薦
浜田市陸協推薦
浜田市陸協推薦
益田市陸協推薦

順天堂大学３年
松江高専５年

鳥 屋 尾 優 介
長 﨑 さ ゆ り
田 中 　 塁
吉 迫 大 成
佐 野 陽 菜
外 野 晴 琉
土 江 真 翔
松 田 孝 太
須 藤 広 征
松 本 祐 太 朗
石 橋 望 美
福 本 智 帆
松 原 し ほ り
別 所 み ゆ
増 村 小 雪
村 上 玉 藻
堀 江 亜 海
大 崎 琴 葉
蒲 生 悠 桜
土 江 駿 多
中 野 花 美
野 田 小 獅 郎
松 崎 来 逢
川 上 陸 哉
石 飛 洸 人
新 田 朋 華

仁 宮 勝 夫
石 飛 智 啓
岡 田 憲 明
平 川 常 夫
柴 田 和 治

三 浦 龍 司
森 田 光 典

●島根陸上競技協会優秀指導者賞（１2名）
島根中央高校
松江工業高校
出雲高校
大社高校
大社高校
石見智翠館高校

岡 田 　 真
青 山 和 彦
上 田 健 一
柳 楽 達 也
嶽　　菜穂子
児 玉 大 貴

明誠高校
出雲第三中学校
大社中学校
浜田第一中学校
浜山中学校
浜田ＪＡＳ

市 川 哲 男
錦 織 　 実
清 水 千 加
新 田 佳 世
木 下 眞 次
大 達 高 弘

受賞者が以下の皆さんに決定し、
１月29日（日）授賞式が行われました。

（敬称略・写真は授賞式出席者の方のみ）

受賞者が以下の皆さんに決定し

令和４年度一般財団法人
島根陸上競技協会
栄章受賞者

勲功章受賞者

優秀選手賞受賞者（高校生）

功労章受賞者

優秀選手賞受賞者（小中学生）優秀指導者賞受賞者

《令和4年度一般財団法人島根陸上競技協会栄章受賞者名簿》

オレゴン世界陸上3000m障害出場、日本選手権3000ｍ障害優勝
全国高専400ｍ優勝

島根大学２年
青山学院大学３年
九州大学４年
島根中央高校３年
松江工業高校３年
出雲高校３年
大社高校３年
大社高校３年
石見智翠館高校３年
松江工業高校２年
大社高校２年
大社高校３年
大社高校２年
大社高校１年
明誠高校３年
明誠高校３年
明誠高校３年
明誠高校３年
出雲第三中学校３年
大社中学校3年
浜田第一中学校３年
浜山中学校２年
浜山中学校３年
浜山中学校３年
浜山中学校３年
浜 田 Ｊ Ａ Ｓ

Ｕ20日本選手権走高跳　４位
日本学生対校100ｍハードル　４位
日本学生対校400ｍハードル　６位
国体少年共通5000m競歩　２位、山陰・島根県・山陰高校・島根県高校新記録樹立
全国高校ハンマー投　２位、山陰高校・島根県高校新記録樹立
全国高校110ｍハードル　２位
国体少年Ａ棒高跳　３位
国体少年Ａやり投　３位
国体少年Ａ走幅跳　７位
Ｕ18陸上競技大会ハンマー投　５位
女子４×100ｍリレー島根県高校新記録樹立
女子４×100ｍリレー島根県高校新記録樹立
女子４×100ｍリレー島根県高校新記録樹立
女子４×100ｍリレー島根県高校新記録樹立
女子４×100ｍリレー島根県高校新記録樹立
女子４×100ｍリレー島根県高校新記録樹立
女子４×100ｍリレー島根県高校新記録樹立
女子４×100ｍリレー島根県高校新記録樹立
全国中学800ｍ　２位・山陰中学・島根県中学新記録樹立
全国中学棒高跳　７位
全国中学走幅跳　８位
２年男子100ｍ島根県中学新記録樹立、全学年男子４×100ｍリレー島根県中学新記録樹立
全学年男子４×100ｍリレー島根県中学新記録樹立
全学年男子４×100ｍリレー島根県中学新記録樹立
全学年男子４×100ｍリレー島根県中学新記録樹立
日清カップ女子コンパインドＢ　４位、女子コンバインドＢ・ジャベリックボール投、山陰小学・島根県小学新記録樹立

（右は陸上競技協会会長）
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　高校２年時のインターハイでは決勝で失格となり、とてもショックを受けました。競歩での失格は初めてで、
全国の舞台でもあったため、なかなか立ち直ることができませんでした。しかし、支えてくださる方々の言葉の
おかげで立ち直り、来年は優勝したいと思えるようになりました。そして３年生では朝練や苦手である三瓶の上
り坂を歩く練習を増やしました。フォームも修正し自信を持ってインターハイに臨みましたが、ゴール後に他の
選手への接触が進路妨害と判断され失格してしまいました。この大会を目標に１年間練習に取り組んできたの
で、とても悔しく辛かったです。しかし、２年の時と大きく変わったことが１つありました。それはこれまでの
過程に後悔しなかったことです。ここに来るまで行ってきた練習で、あの時もっとこうしていればということは
思いませんでした。結果に悔やむことがあっても、その過程を悔やまなかったことが、私を前に向かせた大きな
要因です。インターハイでよくなかった部分を修正し、臨んだ国体では第２位に入ることができました。体調、
環境とあらゆる面で恵まれてレースができました。初めての全国の舞台での入賞はとても嬉しいとともに、国体
のコーチ、顧問の先生、応援してくださった周りの方々に結果を残すことにより、少しでも恩返しができたので
はと思っています。これからも恩返しができるよう高いレベルで活躍できる選手になりたいと思います。

結 果
第77回国民体育大会陸上競技会  2022年10月6日（木）～10日（月）
カンセキスタジアムとちぎ入賞者
● 少年男子Ａ　棒高跳 3位 土江真翔（大社高） 4ｍ95
● 少年男子Ａ　走幅跳 7位 須藤広征（石見智翠館高） 7ｍ20（追風0.7m）
● 少年男子Ａ　やり投 3位 松田孝太（大社高） 62m27
● 少年男子共通5000ｍ競歩 2位 吉迫大成（島根中央高） 20分20秒90

★吉迫大成選手からのメッセージ

吉迫大成選手（島根中央高）
　　少年共通男子5000m競歩で２位の活躍！
山陰記録、島根県記録、山陰高校記録、島根県高校記録樹立

実力を持ちながら結果を残せなかった吉迫大成選手。国体で大きな華を咲かせ、島根県チームに貢献
してくれました。吉迫選手は大学進学後も競歩を継続するとのことです。さらなる飛躍を期待します。

皇后盃　第41回都道府県対抗女子駅伝　結果

1区／森山紗仁美（平田高） 2区／来間　美月（京都光華女子大） 3区／澄川　由乃（益田中）　
4区／本田　琴弓（平田高） 5区／門脇　花音（平田高） 6区／田邊　　心（平田高）　
7区／石田　萌笑（益田東高） 8区／蒲生　悠桜（出雲三中） 9区／加藤　小雪（ダイソー）※

女子 2023年1月15日（日）京都
45位　記録／2時間27分40秒

天皇盃　第28回都道府県対抗男子駅伝　結果 男子 2023年1月22日（日）広島
41位　記録／2時間24分49秒

※印はふるさと選手

1区／田原　匠真（平田高） 2区／井戸琥太郎（出雲三中） 3区　伊藤　蒼唯（駒沢大)　
4区／佐野　泰斗（平田高） 5区／多原　大和（出雲工高） 6区　新田　大（浜田三中)　
7区／岩田　拓海（JFEスチール）※

※印はふるさと選手

結果に悔やんでも過程に悔やまなかったことが自分を前進させた
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●あたたかいご支援誠にありがとうございます。お寄せいただきました会費は、本協会の様々な活動に役立てていきます。

　島根陸上競技協会では、活動に賛同し援助していただける
賛助会員（団体・個人）を募集いたします。年度ごとの会費
を納めていただくと賛助会員として登録され、会員には広報
紙の配布や５口以上の企業・団体会員については県陸協主催
大会のプログラムへの広告掲載などの特典があります。 
　本協会のホームページに掲載の趣意書をご覧いただき、下
記の要領でご入会ください。詳細につきましては事務局まで
お問い合わせください。たくさんの方のご支援をお待ちして
おりますので、よろしくお願いいたします。

令和5年度一般財団法人島根陸上競技協会令和5年度一般財団法人島根陸上競技協会 賛助会員の募集について賛助会員の募集について
１．年会費
　　個　人　会　員→年額 ２,000円を１口として、１口以上
　　企業・団体会員→年額10,000円を１口として、１口以上
２．申込期間　令和６年度年3月31日まで
３．払込方法
　　郵便局での払込→別紙払込取扱票をご利用ください。
　　直　接　支　払→協会事務局にご持参ください。

本協会の活動趣旨に賛同していただき、賛助会員になっていただい
た団体会員・個人会員の皆様のうち、お名前の掲載にご快諾いただ
いた方々を紹介します。

令和４年度   賛 助 会 員
◆法人会員 (株)イズカ・フジキコーポレーション
◆個人会員　有田　修・野田嘉彦・矢田悦夫・山田勝之・大前昭治・原田吉郎・目附直人・吉田政司・細田重雄
　　　　　　細田雅大・尾崎　敬・加藤裕治・細田　保・持田清道・吉岡貞一・中村芳信・片山　圭・藤田佳克
　　　　　　須山京吾・佐伯君雄・伊藤精一・大久保稔・石田恭二・佐原　亘・安達　寛・田原正居・矢野　力
　　　　　　相見真吾・別所美喜子・島田正大・須山春雄・小川忠夫・細田和子・森山健一・大屋俊弘・有福善一
　　　　　　渡辺祥二・野坂　裕・森岡賢治・柳楽達也・藤井清史・柴田和治・山川博司・階本真一　（順不同・敬称略）

〒690-0015 松江市上乃木十丁目4番1号（松江市営陸上競技場内）　TEL/FAX（0852）23-6686　ホームページ  https://www.shimariku.jp

記

事務局

３年ぶりに
開催！

　国宝の松江城天守などを背景に師走の松江市を駆け抜け
る「国宝松江城マラソン」を、新型コロナウイルス禍によ
る中止を経て３年ぶりに開催しました。山陰両県や全国か
ら集まった2681人が県内唯一のフルマラソンに挑みまし
た。参加した選手の皆さんは市中心部の城下町の風情や宍
道湖、中海の水辺の景観を味わいながら駆け抜けました。
完走者は2525人で、男子総合優勝の大崎翔也選手（広島・
中電工）は2時間21分44秒の大会新記録でした。大会運営
に携わってくださった皆様、交通規制などにご協力いただ
いた県民の皆様に感謝いたします。

2023年1月28日（土）に常務理事会をホテルエクセル東急にて、1月29日（日）に第３回理事会を島根県職員会館
にて開催しました。報告事項、決議事項は以下のとおりです。

※会議の最後に中体連より連絡事項がありました。以下はそのうちの中体連主催大会に関する変更点です。
・市郡総体予選会、地区大会（出雲・石見）を廃止し、ブロック大会を開催する。ブロックは以下の通り。
Ｒ５～７年度　７ブロック…〈隠岐〉〈安来〉〈松江〉〈出雲〉〈雲南〉〈浜田〉〈益田〉
　Ｒ８年度以降　５ブロック…〈隠岐〉〈松江＋安来〉〈出雲＋雲南〉〈浜田〉〈益田〉
・10月に開催していた地区駅伝大会を廃止する。

◆報告事項
１．令和４年度栄章受賞者について（２頁に受賞者を掲載）
２．各専門委員会・専門部中間報告

◆協議事項
１．令和５年度行事予定について（島根陸協ＨＰをご覧ください）
２．令和５・６年度役員について　

令和４年度 常務理事会・第３回理事会について

国
宝松江城マラソン

スタートの様子スタートの様子

松江城付近松江城付近
総合優勝した大崎翔也選手

（中電工）
総合優勝した大崎翔也選手

（中電工）
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